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　　　　　　　子どもの論理と科学の論理を結ぶ理科の授業（2）
　　　　　　　　　　 一その 5　気 象単元の 学習を通 して

一

　　　　　　　　　　　　　 岡　 　田　　大　　爾

　　　　　　　　　　　　　 OKADA 　 daiji

　　　　　　　　　　　　　広 島大学附属 三 原中学校

自 ら問 い 続 ける，内発的動機づ け，コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ，多様 性 の 承認 ， 支援 ， 気象

1 ，研究 目的

　 理科離れ 等の 問題を解決す るた め には，科 学 を身 に つ けるよ り，物事 を追求 した い とい う心 を育

て る こ とに も っ と重点 をお くべ きで はな い か と考 え る。本研究で は，あの 幼少期の 子 どもの 「これ

何 ？」　「なぜそ うなる の ？ 」　「ど うして ？ 亅 と い っ た 問い を中心 とした 内発的学習を進め る た め に

以下 の 3 点 を 目的と して 研究を進めた。

　 （1）r問 い 」 を湧出するために必要な条件を分析する 。

　  内発的動機づ けに よ る内面か ら湧出す る 問い を育て る 支援策を開発する。

　 〔3×2｝の 支援策 の 効果を認知 ・情意の 両面から検証する 。

2 ，研究仮説

　生 徒の 思 い （興味 ・関心
・
問 い ・自己 選択 ・

自己決定）を生か した 教材構成を行 い
． 生徒相互 の

関わ りを活性化すれ ば，自ら問 い続ける生徒が育成で きるで あろ う。

3 ，授業実践　中学校 2 年　気象単元

｛1｝ 題材 　　　空 気中 に は本当に水 蒸気が ある の だろ うか ？一
理 科室の 水蒸気 の 質 量 をはか ろ う

一

  目標   理科室 全体 の 空気中に含ま れ る 水蒸気の 量を調べ る 目標を立て て ，自分達で 考え た

　　　　　　　独創的で多様 な方法で，粘 り強 く装置を組み 立て て ，求めさせ る 。

　　　　　  別 の 方法 で 求め た他者と交流 させ る こ とによ り，お互 い の よ さを出 し合い
， 自他 の

　　　　　　　求め方を向上 させ て ゆく。

（3｝ 評価分析項 目と分析方法

  生徒 の 独創性 ， 論理 性 ， 行動 力 ， 多様な 表現 → 自作実験装置 ， 教師に よ る 行動 観察

　  生 徒が そ の ア イ デア を生 み 出す過程→ 発見カードの 記述，教師によ る行動観察

　  も とめた結果 に対 する 生徒 の 反 応→ 生徒た ち の 気づきや感 想の 記述

　  各班 の 測定結果の ずれ に対す る 生徒による原因 の分折 の論理性→ 発見カードの 記述

　  生 徒間の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 分析 → 教師に よる行動観察，発見カード，ノ
ートの 記述

　  生徒聞の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンによ る個人内の 変容 （効果） → 発見カード．ノ
ー トの 記述

　  学 習方法 の 効 果→ 教師 によ る 行動観察 ， 発見 カー ドの 記述

（4） 成果と課題

　達成 方法 と内容 の 多様性を保証し，自己決定させ たこ とで 生徒 に有能感を持 たせ る こ とができ ，

生徒の 思 い （興 味 ・関心 ・問 い ）を生かす こ とが で きた e また，生徒達は，実験計画や実験方法 を

ノ
ー

トや 発見カ
ー

ド等を利用 して 自分達の 考え をまとめた り，大型 の ホ ワ イ トdi　一ド （自作）等 を

使 っ て 小 グ ル
ープで 話 し合 っ た り，そ の 内容を大グル

ープに提 案 し，討 論する こと等 を とお して ，

そ れぞ れ の 表 現 力 が 高 ま り ， 生徒相 互 の 関わ りが か な り活性化 し た 。 そ して ，そ の 後 の 実験 や結果

の考察等で は，生徒 の主 体的な澑動 によ っ て 自動的に学習が進んで い る 場面 もみ られた。発見カ ー

ドの 記述 か ら も，そ れ らの 取 り組み によ っ て 生徒相 互 ，生徒教師間で さまざま な刺激が活発 にかわ

さた 中で 生徒の 内 にある 興味 ・関心 ・問い が 膨 らみ，自ら問い は じめ た よ うすがわ か る。しか し，

新た に生まれた問 い の 中で解決で きなか っ た も の を単元終 了後 も授業以外の部分で闘い 続ける こ と

はな か なかで き て い な い 。 また，他の 教科 に生か され るよ うな力 に必ず しも十分に育 っ て い ない p
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